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⑦ 川の再生と生き物のすむ環境づくりプロジェクト 

～大塚川・梶屋谷川・平木川・堂の迫川などの活用～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一の坂川（山口市）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜プロジェクトのねらい＞ 

清らかな川の流れや様々な生き物のすむ環境を取り戻し、川や水辺と関わる暮らしの再構築を図

り、大塚（下）に住むことの魅力や豊かさにもつなげていきます。 

＜プロジェクトに関わる主な取組メニュー＞ 

●地元と行政等(協働)が取り組むメニュー 

◇生き物のすむ環境づくり（ホタル、川シジミ、コイなど）→下段、次頁を参照 

◇生き物観察会などの開催 

◇河川の清掃美化（美しい川づくり）→下段、次頁を参照   

◇下水道の活用 

●（主として）行政等が取り組むメニュー 

□生き物のすめる河川環境づくり→下段を参照 

□下水道の整備  

＜ゲンジボタルの一生＞ 

山口市の市街地を流れる一の坂川は、ホタルが生息しやすいように護岸などが整備されています。６月ごろに国の天然記念物

に指定されているゲンジボタルが乱舞します。春はサクラの名所にもなっています（この写真）。 
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＜大塚川＞ 

＜休耕田を利用した生き物のすむ池（広島県安芸高田市）＞ 

＜暮らし・遊びの場としての川（鳥取県智頭町）＞ 
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⑧ 竹の里 アーツ・アンド・クラフツ プロジェクト 

～竹のアート・ものづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜かぐや姫プロジェクトにおける竹の活用＞ 

 

 

 

 

 

＜プロジェクトのねらい＞ 

大塚（下）のあちこちに生い茂る竹を素材に、まずは日常生活を豊かにしたり、楽しんだりする

ことから、竹を生かしたものづくりをはじめ、将来的には様々な創意工夫を重ね、売れるものづく

りにも挑戦します。 

＜プロジェクトに関わる主な取組メニュー＞ 

●（主として）地元が取り組むメニュー→次頁を参照 

○ますは自分たちが楽しむ竹を使ったものづくり（食器、はし、酒器など） 

○竹の特産品づくり（竹炭、竹細工など） 

○竹を使ったものづくりを楽しむ、暮らしに生かす 

○竹細工の講座、竹を使った行事（そうめん流し、竹のものづくり体験など）の開催 

●地元と行政等(協働)が取り組むメニュー 

◇竹のアートイベント（かぐや姫プロジェクトなど）→下段を参照 

◇竹をはじめ地域の素材・文化を生かしたものづくり→次頁を参照 

（生きがい、交流、展示・発表、販売） 
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＜竹を使った様々なモノや活動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹炭、竹かご（竹原市：竹製品づくりを学び、今では特産品に成長。竹細工を体験・学習する場も確保） 

 

「西条酒まつり」での竹を使った取組（東広島市） 
左・中：巨大な竹筒の酒入れ。上から酒を流し込み、下には水栓を付け、蛇口から酒が出る。飲むのは竹のコップ（ぐいのみ）。 
右：竹べらにのせた焼き味噌。数千本が訪れた人々の口に。味噌はイリコ（？）などで味付けがされていた。 

 

竹の酒器（コツは必要だが、素人でも魅力的な製品が出来る) 
竹製品と他のものとの組合せで魅力アップ。例えば、青竹とうふ、竹汲みとうふ、青竹の酒。ささの酒) 
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⑨ スローフードの里づくりプロジェクト 

～大塚（下）の農地の活用と安全・安心の食づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜広島市の市民農園での取組＞ 

＜プロジェクトのねらい＞ 

大塚（下）の小規模な農地を生かし、まずは自分たちの食べる安全・安心な農作物づくりや様々

な料理、加工品づくりに取り組むとともに、交流を進めるなどして、農業の中に楽しみや生きがい

を見いだせるような取組を育てていきます。 

＜プロジェクトに関わる主な取組メニュー＞ 

●（主として）地元が取り組むメニュー 

○安全・安心の農作物づくり（まずは自分たちが食べるもの） 

○農作物を生かした料理や加工品づくり→次頁を参照 

・大豆の生産と豆腐づくり、味噌づくり 

・豆腐または味噌と竹の組合せ：青竹とうふ（みそ） 

・地域でのレシピづくり→Ｐ66（上段）を参照 

○農家レストラン→Ｐ66（下段）を参照 

●地元と行政等(協働)が取り組むメニュー 

◇保育所・子ども会などと連携したイモづくりとイモ掘りイベント（農地の活用）→Ｐ66（中段）

を参照 

◇大学等と連携した食のイベント→下段を参照 

◇朝市、日曜市などの定期的な開催（毎月１回など） 

◇グリーン・ツーリズムの研究  

収穫祭  出典：(財)広島市農林水産振興センターＨＰより 
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出典：(財)広島市農林水産振興センターＨＰより 
※吹き出しは、本計画書で追加 
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＜郷土料理を取り上げ冊子にした例：広島市南区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他、農を生かした取組＞ 

 

旧宇品線跡地を活用した畑とイモの収穫（広島市南区） 

天意(あい)の里ハーブガーデン。広いな敷地の中に自然食レ
ストラン やバーベキューテラス、クラフト教室などを備え
ている民間の施設です（広島県北広島町大朝） 

農家住宅を改修したレストラン（鳥取県智頭町） 

｢わがまちの郷土料理」を紹介した小冊子(大河公民館) 

海苔や小イワシなどを使った料理のレシピが満載。 

料理づくりから冊子の作成まで、住民が中心となって行いました 


